
第４学年 社会科学習指導案 

日 時 令和５年６月１６日（金） 

子ども ４年菅原学級 ２７名 

指導者 菅 原  斉 
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Ⅱ 単元の指導構想 
 １ 単元について 
  ○ 本大単元「健康なくらしとまちづくり」は，前小単元「ごみはどこへ」と本小単元から構成されている。 

本小単元は，水道水の供給事業が安全で安定的に供給できるように進められていることや，地域の人々
の健康な生活の維持と向上につながっていることを理解するとともに，水をどのように使っていけばよい
かについて選択・判断する力，考えたことや選択・判断したことを表現することをねらいとしている。 

    日常生活では，蛇口をひねれば水を使いたいだけ使うことができる。現在，盛岡市の水道普及率は 98％
であり，ほとんどの市民が水道を利用することができ，老若男女を問わず，安心で安全な水を使うことが
できて当たり前という意識が強い。しかし，このような恵まれた環境が整っているのは，沢水や湧き水，
井戸水を利用していた暮らしの中で，汚染や伝染病といった深刻な問題も発生していた状況を改善し，安
全で安心な水を利用したいという市民の願いに基づく，行政による組織的・計画的な取組があったからこ
そである。 

    本単元名は「健康なくらしとまちづくり」である。健康な暮らしを実現するために，水道供給事業に携
わる人々の工夫や努力を調べることで，私たちの「当たり前」の生活が多くの人々の営みによって支えら
れていることを理解することができるようにするとともに，自分たちの生活と関連させ，自分にできるこ
とを選択・判断し，表現することができるようにしていきたい。 

○ 子どもたちは，社会科の学習オリエンテーションにおいて，社会科の問題解決学習の過程を確認し，理
解している。３年生では盛岡市の様子についての学習を通して，社会科の学習の基本的な流れを身につけ
てきた。しかしまだ，見通しをもって学習を進めたり，自分や友達のふり返りを生かして，主体的に学習
を進めたりすることができているとはいえない。 

    これまでの学習では，岩手県の様子について，３年生で学習した盛岡市の学習を生かして，県の概要を
捉えることができた。また，本大単元のオリエンテーションでは，水道のない国の様子やごみ処理が行わ
れずにごみが山積みにされている様子から，水やごみ処理が公衆衛生において重要な役割をもっているこ
とに気付き始め，どのように行われているのかという問いをもつことができた。水道から安全できれいな
水が出てくること，ごみは捨てればなくなるものという「当たり前」が，当たり前ではないことに気付き，
「ごみ」と「水」という社会的事象に対する問いの意識が芽生えてからは，掃除や手洗いの時間に，ごみ
の行方や水道の先について話題にする声が聞こえるようになった。そして，子どもたちは，前小単元では
ごみ処理の様子について，見学を通して実際の様子を捉え，副読本やインターネットを用いて学習問題解
決に向けて学習を進めることができた。ごみの学習を終え，子どもたちは，次は「水道」の先には何があ
るのかということについて問いをもっている。これらの学びの文脈を生かして，本小単元では，前小単元
の学習を生かしながら，問題解決の見通しをもち，社会的事象を深く追究していくことができるような力
を育んでいくことが必要であると考えている。 

  ○ 指導に当たっては，次の二点に留意する。 
    一点目は，自分の考えの再構成を促す資料提示と発問【手立て１】についてである。大単元の導入では，

私たちの生活の「当たり前」の生活風景と，そうではない他国（地域）の資料を比較することできるよう
な資料提示とその違いに気付くことができる発問を行う。これまでの自分たちの「当たり前」にゆさぶり
をかけ，単元の見通しをもつことができるようにしたい。本小単元の導入では，自分たちの水の使用に関
するデータ資料を提示し，普段意識することのない，水道の先にある事象についての問いを喚起したいと
考えている。また，単元の終末では，それまでに調べて獲得した個別の知識を再構成し，概念的な知識を
獲得することができるような発問と資料の提示を行いたいと考えている。 

【手立て２ よりよく学ぶ３つの視点】 
    二点目は，学びの深まりを実感するふり返り【手立て２】についてである。各単位時間において，導入

では，前時までのふり返りを生かして，学習の方向付けに生かす。展開では，調べ学習の途中で自己の調
べ学習が本時の学習問題解決に向かうものになっているかを振り返る。終末では，学習のまとめと学習感
想について記述し，学びを振り返ることができるようにする。学習感想についてはふり返りの視点（各論
「学びの深まりを実感するふり返りの視点」）に基づいて書くことができるようにする。単位時間終末の
ふり返りについては，ロイロノートに蓄積し，自己の学びの変容を可視化し，自覚することができるよう
にしていく。 

【手立て１ 「学びの文脈」のデザイン】 
 

健康なくらしとまちづくり 

～水はどこから～ 

（教育出版「小学社会４」） 

１日の水の使用量に対する子どもの考えと

実際の使用量とのズレによる驚きから，問い

の意識をもつことができるようにします。 



子どもの実態 

他教科・領域等 

 

 ２ 単元構想図 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

単元の目標 
 飲料水を供給する事業について，供給の仕組みや経路，県内外の人々の協力などに着目して，見学・調査し
たり地図などの資料で調べたりしてまとめ，飲料水の供給のための事業の様子を捉え，その事業の果たす役
割を考え，表現することを通して，飲料水の供給のための事業は，安全で安定的に供給できるように進めら
れていることや，地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを理解できるようにするととも
に，主体的に学習問題を追究・解決し，学習したことを基に地域社会の一員として自分たちが協力できるこ
とを考えようとする態度を養う。 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 供給の仕組みや経路，県内外の人々

の協力などについて見学・調査したり

地図などの資料などで調べたりして，

必要な情報を集め，読み取り，飲料水

の供給のための事業の様子を理解して

いる。 

② 調べたことを白地図や図表，文など

にまとめ，飲料水を供給する事業は，

安全で安定的に供給できるように進め

られていることや，地域の人々の健康

な生活の維持と向上に役立っているこ

とを理解している。 

① 供給の仕組みや経路，県内外の人々

の協力などに着目して，問いを見いだ

し，飲料水の供給のための事業の様子

について考え表現している。 

② 飲料水の供給のための事業に見られ

る仕組みや人々の協力関係と地域の

人々の健康や生活環境を関連付けて飲

料水の供給のための事業が果たす役割

を考えたり，学習したことを基に，節

水など自分たちが協力できることを考

えたり選択・判断したりして表現して

いる。 

① 飲料水を供給する事業について，

予想や学習計画を立て，学習を振り

返ったり見直したりして，学習問題

を追究し，解決しようとしている。 

② 学習したことを基に節水などにつ

いて自分たちが協力できることを考

えようとしている。 

 

本小単元 ４年６・７月 
「水はどこから」 
飲料水を供給する事業について，供給の仕組みや経路，県内
外の人々の協力などに着目して，見学・調査したり地図など
の資料で調べたりしてまとめ，飲料水の供給のための事業の
様子を捉え，その事業の果たす役割を考え，表現することを
通して，飲料水の供給のための事業は，安全で安定的に供給
できるように進められていることや，地域の人々の健康な生
活の維持と向上に役立っていることを理解できるようにする
とともに，主体的に学習問題を追究・解決し，学習したこと
を基に地域社会の一員として自分たちが協力できることを考
えようとする態度を養う。 

本小単元 ４年５・６月 
「ごみはどこへ」 
廃棄物を処理する事業について，処理の仕組みや再利用，県 
内外の人々の協力に着目して，見 学・調査したり地図などの
資料で調べたりしてまとめ，廃棄物の処理のための事業の様子
を捉え，その事業の果たす役割を考え，表現することを通して，
廃棄物を処理する事業は衛生的な処理や資源の有効利用がで
きるよう進められていることや，地域の人々の健康な生活の維
持と向上に役立っていることを理解できるようにするととも
に，主体的に学習問題を追究・解決し，学習したことを基に地
域社会の一員として自分たちが協力できることを考えようと
する態度を養う。 

 

他教科・領域等 

 

３年４・５月 

「まちの様子」 
身近な地域の様子を大まか
に理解するとともに，身近
な地域の場所による違い，
人々の生活の関連などを考
える。 

３年４・５月 

「盛岡市の様子」 
身近な市の様子を大まか
に理解するとともに，身近
な市の場所による違い，
人々の生活の関連などを
考える。 

 

願い 
・自分たちの生活に関わる社会的事
象について詳しく調べ，明らかに
したい。 

・資料から詳しく読み取ったことか
ら，学習問題について考えたい。 

教科の力 
○社会科の学習に意欲的に取り組んでいる子どもが多い。 
●資料から読み取ったことを基にして，考察・構想する力
が十分に育っているとはいえない。 

●問題解決までの見通しをもち，主体的に学びを進めてい
るとはいえない。 

４年９月 
「昔の人々のねがいと努力」 
県内の先人の働きについて，当時の
世の中の課題や人々の願いに着目し
て，地域の発展に尽くした先人の事
例を捉え，当時の生活の向上に貢献
したことを理解し，地域の発展のた
めに，自分たちにできることを考え
る。 

「わたしたちのまちと盛岡市」 

 
「健康なくらしとまちづくり」 

教
科
の
学
習
内
容 

総合 ４年「地域のよさ（中津川）とそれを大切に
しようとする人々」 
・目的に応じて，必要な情報を収集，選択する。 総合 ３年「学区の安全とそれにかかわる施

設と人々」 

・自分の関心をもとに，課題を設定し，課題の

解決に必要な情報を集めることができる。 

・情報を収集，整理，分析することができる。 

国語 ４年 ５月「聞き取りメモの工夫」 
・必要なことを記録したり質問したりしながら聞
き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいこと
との中心を捉える。 

資
質
能
力
の
高
ま
り 

見方・考え方を働かせるポイント 
○ 子どもたちが自分の考えを再構成すること
ができる発問・資料提示。 

〇 自分が学んできた過程を確かめ，学習問題
の解決に向けた毎時間のふり返りを可視化
し，単元計画に位置付ける。 

復興教育との関連 

○かかわる「⑩地域とのつながり」 

ごみ処理や，水道事業について自

分の生活との関わりを考えられるよ

うにする。 

総合 ４年「地域のよさ（中津川）とそれを大
切にしようとする人々」 
・目的に応じて，必要な情報を収集，選択する。 
・中津川ついて調べたことをまとめ，発信す
る。 



 ３ 知識の構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしに必要な水道水を確保していくために，水道事業が広い地域の協力と

人々の努力によって計画的に行われ，使った水は適切に処理されている。それ

によって，人々は健康で快適に暮らしていくことができる。       
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け 



４ 単元の指導及び評価の計画（全１1時間） 

時 
ねらい 

働かせる見方・考え方 

◆研究の手立て 評 価 
◆手立て１ 

学びの深まりを実感するふり返り 
◆手立て２ 

自分の考えの再構成を促す発問・資料提示 □ 資料 【評価規準】（評価方法） 

１ ○毎日の生活の中で，水をいつどこで，どのよ
うに使っているのかを調べ，自分たちの生活
と水との関わりに関心をもつことができるよ

うにする。 
位置や空間的な広がり・時期や時間の経過 

比較 分類 

・前時までの子ども
のふり返りを生かし
て，導入を行えるよ
うにする。 
 
・ロイロノート「ふり
返りシート」を使用
し，学習のまとめと
ふり返りを蓄積す
る。 

□ 子どもたちが水を
使っている場面の写
真 

□ 水調べの結果 

□ 写真 

□ 表 

【知－①】（ノート，発言） 
・「自分たちは家庭や学校など，
生活の様々な場面や場所でたく

さんの水を使っていることを捉
えているか」を評価する。 

２ 
本
時 

○自分が使っている水の供給の仕組みや経路を

予想し，疑問や調べたいことを出し合い，単
元の学習問題をつくり，見通しをもつことが
できるようにする。 

位置や空間的な広がり 
事象や人々の相互関係 

□ ペットボトル 
□ 「仁王小学校の水
道使用量」 

□ 「岩手県の水道使
用量」 

□ 中津川の水 
 

□ ペットボ
トルが並ん
だ画像 

□ 表 
□ 中津川の  
 水 

 

【思－①】（ノート，発言） 

・「水の供給の仕組みや経路，水
の確保に関わる人々に着目して
問いを見い出し，学習問題とし

て表現しているか」を評価する。 
【主－①】（ノート，発言） 
・「水がどのように供給される

のかについての予想を話し合
い，見通しをもって主体的に追
究しようとしているか」を評価

する。 

３ ○水源やダム，浄水場などの水道に関わる施設
に着目して，水の経路について捉えることが
できるようにする。 

事象や人々の相互関係 位置や空間的な広がり 

□ 水道の写真 
□ 水の経路図 

□ 写真 

□ イラスト 

【知－①】（ノート，発言） 
・「地図や資料をもとに，水源か
ら自分たちのもとに水が送られ

てくるまでに関わる施設や経路
について捉えているか」を評価
する。 

４ 
 

○浄水場の仕組みやそこで働く人々の仕事の工
夫について予想し，見学の計画を立てること

ができるようにする。 
事象や人々の相互関係 

 

 

【知－①】（ノート，発言） 
・「浄水場の仕組みやそこで働

く人々の仕事の工夫について予
想し，見学の計画を立てること
ができているか」を評価する。 

５ 
・ 
６ 

○浄水場の仕組みやそこで働く人々の仕事の工

夫に着目して見学し，浄水場の仕組みやそこ

で働く人々の仕事の工夫を調べることができ

るようにする。 

事象や人々の相互関係 

 

□ ノート 

【知－①】（見学メモ，発言） 

・「浄水場の仕組みやそこで働
く人の仕事の工夫を捉え，浄水
場の役割を理解しているか」を

評価する。 

７ ○ダムと水源林のはたらきに着目して，それら

に共通する役割や機能を捉え，水源林の森林
の保全に務める人々の取組について捉えるこ
とができるようにする。 

事象や人々の相互関係 
位置や空間的な広がり 

□ 綱取ダムと周りの
森林の写真 

□ 綱取ダムから中津
川へ水が流れる様子
の写真 

□ 水源林のはたらき
を表した図 

□ スポンジ，板 

□ 写真 

□ イラスト 

□ 実物資料 

【知－①】（ノート，発言） 

・「ダムと森林のはたらきにつ
いて考え，それら両方に共通す
る働きがあることを理解してい

るか」を評価する。 

８ 
 

○水道管を守る人々の工夫や努力に着目して，

水道の普及が公衆衛生の向上に果たした役割
について捉えることができるようにする。 
事象や人々の相互関係 時期や時間の経過 

総合 関連付け 

□ 水道管を調べる様
子の写真 

□ 古くなった水道管
を取り替える工事の
様子の写真 

□ １９３３年水道管
工事の様子の写真 

□ 写真 

【知－②】（ノート，発言） 

・「水道管を守る人々の工夫や
努力によって水道水の安定供給
が支えられていることや，水道

の普及が公衆衛生の向上に役立
ってきたことを理解している
か」を評価する。 

９ ○使った後の水のゆくえと下水処理施設の役割
に着目して，水源から下水処理されるまでを
調べ，水の循環を捉えることができるように

する。 
事象や人々の相互関係 位置や空間的な広がり 

総合 関連付け 

□ トイレ，水飲み場
の写真 

□ 下水処理の経路図 
□ 水の循環の図 

□ 写真 

□ 図 

【知－②】（関係図，発言） 
・「使った後の水のゆくえと下
水処理施設の役割に着目して，

水源から下水処理されるまでを
調べ，水の循環を理解している
か」を評価する。 

10 ○水道事業費の変化に着目して，節水の取組が
進められていることを捉えることができるよ

うにする。 
事象や人々の相互関係 
時期や時間の経過 

□ 水道事業にかかっ
た費用のグラフ 

□ グラフ 

【知－②】（発言，ノート） 
・「水道事業費の変化に着目し

て，節水の取組が進められてい
ることを理解しているか」を評
価する。 

11 ○浄水場やダム，下水処理施設で働く人々のは
たらきや願いとを関連付けながら，自分たち
にできることを考えることができるようにす

る。 
事象や人々の相互関係 

総合 関連付け 

ふり返りシートに蓄
積したふり返りを生
かして，考えること
で自己の学びの深ま
りを自覚することが
できるようにする。 

□ ロイロノート「ふ
り返りシート」 

□ ロイロノート

「ふり返りシート」 

【態－②】【思－②】（発言，ノ
ート） 
「浄水場やダム，下水処理施設

で働く人々のはたらきや願いと
を関連付けながら，自分たちに
できることを考えたり学習した

ことの中から選択・判断したり，
表現しているか」を評価する。 

私たちが使っている水は，どこから，どのようにして送られてく
るのだろう。 



Ⅲ 本時の指導計画 
 １ 目標 
   自分が使っている水の供給の仕組みや経路を予想し，疑問や調べたいことを出し合い，単元の学習問題を

つくり，見通しをもつことができる。 
 ２ 評価規準 
  ・ 水の供給の仕組みや経路，水の確保に関わる人々に着目して問いを見出し，学習問題として表現してい

る。【思考・判断・表現】 
・ 水がどのように供給されるのかについての予想を話し合い，見通しをもって主体的に追究しようとして
いる。【主体的に学習に取り組む態度】 

＜努力を要する子どもへの手立て＞ 
  机間指導の際に，「水道の先はどうなっているのかな。」など，目に見えない部分について尋ねることで，
問いの意識をもつことができるようにする。 

 ３ 展開 

段階 
学習 
過程 

時間 学習活動 期待する子どもの姿 研究に関わる手立て ◆留意点◇資料 評価 

問
題
把
握 

動
機
付
け 

２ 
 
 
 
６ 
 
 
 
３ 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
８ 

１ 前時の学習を振り返る。 
 
 
 
２ 自分たちが１日に使っている水
の量について，２L のペットボトル
を用いて考える。 

 
３ １日に１人が使う水の量につい
て知る。 

 
 
４ 学校や盛岡市の水道使用量を調
べる。 

 
 
 
５ 大量の水はどこから送られてい
るのかについて考える。 

 
 
６ 調べて分かったことから，気づい
たことや疑問に思ったこと，知りた
いことを発表し合い，単元の学習問
題を設定する。 

 
 

○ 私たちは普段，様々な時に水
を使っていることに気がつき
ました。 

 
○ ペットボトル５本くらいか
な。 

 
 
○ そんなに使うとは思わなか
った。 

○ 学校や岩手県だとどれくら
いなのかな。 

〇こんなにたくさんの水が使わ
れているんだな。 

〇どこからこんなにたくさんの
水が送られて来るのかな。 

 
〇川の水だと思う。 
〇ダムじゃないかな。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ◆前時の子どものふり返りを紹介し，前時の学習を想
起することができるようにする。 

 
 
◇「ペットボトル」（５本/各班） 
・ 前時の学習で出し合った，水を使う場面を想起さ
せ，ある程度の根拠をもって考えることができるよ
うにする。 

◇「ペットボトルが大量に並んでいる写真」 
◆１日に使用する水の量のペットボトルの写真を提
示し，使用量に対する実感をもつことができるよう
にする 

◆調べるためにどのような資料が必要かを子どもに
尋ねる。 

◇「仁王小学校の水道使用量」 
◇「岩手県の水道使用量」 
◇GIGA パソコン 
◇中津川の水 
◆中津川から採取した水を見せることで，そのまま
では飲めないということに気付かせ，どのようにし
て水を処理しているのかについて，問いの意識をも
てるようにする。 
 
評価 
「水の供給の仕組みや経路，水の確保に関わる

人々に着目して問いを見出し，学習問題として表現
しているか」を発言やノートの記述から評価する。
【思考・判断・表現】 

方
向
付
け 

８ ７ 単元の学習問題について予想
し，発表することを通して，単元
の学習計画を立て，学習の見通し
をもつ。 

（１）単元の学習問題に対する予想
をノートに書き，発表する。 

 
 
 
 
 
 
（２）学習計画を立てる。 

 
 
 
 
○ どこかに水をためていると
ころがあるのではないか。 

○ 川から水が送られてきてい
るのではないか。 

○ パイプのような物で蛇口に
届けられていると思う。 

 
○ 地図帳や副読本，インターネ
ットを使って調べればよいと
思います。 

○ 実際に見学に行って調べて
みたいです。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆調べること，調べる方法について問うことで，単元
の見通しをもつことができるようにする。 

評価 
学習計画を立てることを通して，問題解決までの見

通しをもって追究しようとしているかを，発言やノー
トの記述から評価する。 
【主体的に学習に取り組む態度】 

ふ
り
返
り 

８ ８  本時の学習を振り返る。   ◆今日の学習を通して，「これから調べたいことは何
か」を視点とするように働きかける。 

◆ 「私は～」と書くよう指示をすることで，学習を
自分事として捉えることができるようにする。 

 

◆手立て１ 自分の

考えの再構成を促す

発問・資料提示 

１日の使用量をペ

ットボトルで表した

写真と，中津川から

採取した水を提示す

ることで，子どもの

予想（自分の考え）

との比較から驚きを

もたせ，問いの意識

を醸成することがで

きるようにする。 

◆手立て２ 学びの

深まりを実感するふ

り返り 

調べ学習の途中でふ
り返りを行い，調べ方
や調べていることが本
時の学習問題の解決に
向かっているかを確か
める。 

私たちが使っている水は，どこから，どの
ようにして送られてくるのだろう。 

◆手立て２ 学び

の深まりを実感す
るふり返り 
本時では，ふり返り

の視点として，「これ
から調べたいことは何
か」を提示し，問いの
意識を明確にできるよ
うにする。 

◆手立て２ 学び
の深まりを実感す
るふり返り 
前時のふり返り

を紹介し，本時の
学習への方向付け
に生かす。 

【期待する子どものふり返り】 

○ 水がたくさん使われていることを知って驚きました。どこから水が来るのかを早く調べたいです。 

○ たくさんの水は川から来ると思ったけど，そのままでは飲めないなと思いました。どのようにしてきれいな水にしているのかを知りたいです。 

 

水をこんなに使っていると
思っていなかったけれど，実
際はこんなに使っているんだ
な。 
 こんなに大量の水はどこか
ら来るのかな。 
 どのようにしてきれいにし
ているのだろう。 


